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鉢 中 蓮 

 

［明］無名氏 

 

第 8 出 拝月 

 

『呉語読本』pp.105-108 

 
（丑）…鎮守の神 
（末）…判官 
（小生）…小鬼 
（外）（旦）…胥吏 
（小旦）…殷氏 
 
   （丑扮土地，执拂尘上） 

    [普贤歌] 荒园冷落奈如何，庙宇原无栖草窠。香火不望他，打盹终日过。

这样为神真不可。 

（丑が鎮守の神に扮し、払塵を持って登場） 
【普賢歌】荒園の冷落するを奈如何（いかん）せん、廟宇原より草窠に栖むもの

なし。香火は他 望まず、打盹して終日過ごす。這様（かよう）に神たるは真に

不可なり。 
 

    小圣乃王家园里土地勾便是。几里叫做王家庄，有个土财主王思诚，里厾住

屋就拉隔壁。勾所空园虽是里勾祖产，口五看花草全无，亭台罕有，时常封锁，没

人往来。是我晦[悔]气，即道勾是清净场哈，最自在勾，拉玉皇大帝面前，千讨

万讨，讨子勾缺分。啰里晓得祠庙全无，香烟断绕。弗消说三牲福礼，永短净屠，

连勾一陌纸钱，半杯清水也无讨处，挤得我面皮越发皱哉，髭须越发白哉，腿[脮]

骨越发弯哉，身体越发短哉，弗色头。—— 住厾，今夜七月十五日，大街小巷

才是施食勾。我里勾星鬼判，一个也弗拉里相伴位祀，孤勾场哈抢野羹饭去哉。

且候厾归来，看有亻奢勾思路介。 

私は王家の園の鎮守の神である。ここは王家荘と呼ばれており、地元の財産家の

王思誠がいて、彼らの住まいは隣である。この空いた園は彼の先祖からの遺産である

が、ご覧あれ、草花もなく、あずまやもなく、いつも閉鎖されており、往き来する人

もない。私は本当に運が悪い、ここはただ静かな場所、最も気ままなところだと思っ

て、玉皇大帝の前で、あれこれ手を尽くして、この空きポストをもらった。それがな

んと祠廟は全くなく、線香の煙も絶えているとは。牛羊豚のお供え物や、永遠にお供
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え物がないことはいうまでもなく、一百の紙銭と半杯の水すらもらえず、私の顔はま

すますしわが増え、ひげはますます白くなり、足の骨はますます曲がり、体はますま

す縮んで、本当にひどいことだ。――ちょっとまてよ。今日は七月十五日 1

 

、町のあ

ちこちで施しがある。我々の鬼判たちは、一人もここではお相伴にあずかれないので、

祭りの供え物を奪いにそちらへ出かけていった。彼らが戻ってきたら、何かよい方法

があるか見てみよう。 

   （末扮判官夹堂簿，小生扮小鬼拖钢叉，外、旦扮皂隶执铁链夹竹板，上）

咳！ 

    [前腔] 财东尚且没思罗，夥计焉能安饱过？淫鬼实在多，已难驱逐[遂]他，

着甚[其]来由添一个？ 

（末が判官に扮し堂簿を挟み持ち、小生が小鬼に扮し鋼叉を持ち、外と旦が胥吏

に扮し鉄鏈を持ち竹板を挟み持って、登場）ああ！ 
【前腔】財東は尚お且つ思羅なきに、夥計焉んぞ能く安んじ飽きて過ごさん？淫

鬼実在に多く、已に他を駆逐し難きに、甚（いか）なる来由によりて一個を添え

んか？ 
 
   （丑）鬼判厾！（末、小生、外、旦）有。（丑）今夜施食勾多厾，口五厾抢子

多哈羹饭归来？拿出来充公，弗然就欺瞒官府哉。（末、小生、外、旦）园内祸

事到了，那有工夫出去？（丑）亻奢勾祸事？（末、小生、外、旦）前日抬来那口

棺木……（丑）住厾，勾是王合瑞勾底老，搭隔壁园主说合定勾，寄拉园里。快

吊里来，问里要点使用，强如抢野羹饭厾。（末、小生、外、旦）不要妄想！（旦）

他今成了僵尸，十分惫赖，不来搅扰我们，也足感盛情了，还要挑牙引缝做什么

嗄？（丑）凭里那哼尴尬，要晓“在山靠山，在水靠水”，拉厾我里地下，怕里

强拉啰厾去？快吊里来听审。（末、小生、外、旦）我们都没本事，只好公公下

乡踏勘。（丑）放屁！本官勾堂谕都弗依勾。（末、小生、外、旦）大家只好散堂

了。（丑）阿唷，鼓噪公堂，着实可恶！取板子、抬枷来！（末、小生、外、旦）

索性取革条革了役罢。（丑）那了？（末、小生、外、旦）到好别投生路，省得

同你吃苦。（丑）阿唷，刁撮掐！无有本官拉厾眼乌珠里[及]哉。口五！做奢勾土

地公公，要上表辞官了。（末、小生、外、旦）不要大妆什么威势了！若见僵尸，

只怕要倒霉哩！（丑）放屁！打导！（外、旦）口夭！（作低声吆喝介）（丑）响点！

（外、旦）恐怕他听见了，大家没得安稳。（丑）弗番道，就便弄点亻奢未完出来，

隔壁屋里勾星家堂六神，事仝一体，难道坐视弗管哉亻奢（末、小生）只怕灯草拐

儿，未必靠得定嗄。（丑）弗要长他人志气，灭自己威风！都跟我来！（末、小生、

外、旦）晓得。（丑）且趁中元一晚，掏摸螺蛳羹饭。（末、小生、外、旦）只怕

                                                
1 七月十五日：鬼節のこと。 
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乘兴而来，难免败兴而返。（丑）口秃！口秃！口秃！放屁！放屁！（末、小生、外、旦

引丑下） 

（丑）鬼判！（末、小生、外、旦）ここにおります。（丑）今夜は施しをする人

が多いが、お前達はどのくらい供え物を奪って帰って来たか？ 取り出して私に渡し

なさい、さもなければ私をだますことになるぞ。（末、小生、外、旦）園内にわざわ

いが起こったので、どうして出かける時間などありましょう？（丑）どんなわざわい

か？（末、小生、外、旦）おとといあの棺桶を担いできて……（丑）いや、それは王

合瑞の奥さんで、隣の園主と話がついていて、この園内に安置することになっている。

早く彼女を呼んできて、少し心づけを出すように言え。供え物を奪うよりもずっとま

しだろう。（末、小生、外、旦）へんなことなど考えなさいますな。（旦）彼女はいま

屍になっても、まだ十分に乱暴者で、私たちを邪魔しに来ないだけで、おおいにあり

がたく思うべきなのに、わざわざあらさがしなどして、どうしようというのですか？

（丑）彼女にどんなに都合が悪くても、「山では山に依り、水では水に依る」という

ことを知らねばならぬ。彼女をここに連れてこい、私たちの土地で、彼女に都合が悪

いといったところでどこへ行けるというのか？早く彼女を連れてきて尋問しろ。（末、

小生、外、旦）私達はできませんので、旦那さまにお出かけいただいてお調べいただ

くしかありません。（丑）くそ！私の命令を聞かないのか。（末、小生、外、旦）ここ

はひとまず散会するしかありません。（丑）ああ、騒がしい法廷だ、本当に憎らしい！

板と枷を持ってこい！（末、小生、外、旦）いっそのことこんな仕事は辞めてもらお

う。（丑）どうした？（末、小生、外、旦）別に生きる道を捜すのもかえってよかろ

う、あんたといっしょに苦労することもないからさ。（丑）ああ、なんてずるい。私

が目に入らないのか。ふん！何が鎮守の神だ、もう辞表を出して退官してしまいたい。

（末、小生、外、旦）そんなに威勢をはるのはやめておきなさい！もし死体を見れば、

きっとひどい目にあうんだから。（丑）くそ！静粛に！（外、旦）はい！（低い声を

出し、うなるしぐさ）（丑）聞こえるぞ！（外、旦）おそらく彼女に聞こえたのだろ

う、みんな安穏にはできないぞ。（丑）大丈夫、たとえ何か面倒なことが起きたとし

ても、隣の家の家堂の六神は、我々と一体だから、まさか座視して構わずなんてこと

はなかろう。（末、小生）灯草でつくった杖は、よりかかることができない。（丑）他

人の志気を上げて、自分の威風をそこなうようなことはするな！みんな私についてこ

い！（末、小生、外、旦）わかりました。（丑）中元の一晩に乗じて、たにしのお供

えを掠め取ってこよう。（末、小生、外、旦）興に乗って行くはよいが、興がさめて

帰るに帰れなくなるのが心配だ。（丑）ちぇっ！ちぇっ！ちぇっ！くそっ！くそっ！

（末、小生、外、旦丑を引いて退場） 
 
   （场上作放烟火介，小旦扮殷氏僵尸上）泄漏机关起祸芽，枉将风月葬黄沙；

灵魂不泯成僵后，愿结他生望眼赊。奴家殷氏，自从服卤死后，棺木寄在王园。

仍恋韩郎旧时恩爱，自是一灵不散，已成不坏僵尸，希图再卜来生，可践生前镜
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约。每在星前月下，虔心拜祷天神，倘能再结尘缘，益感天高地厚。今乃中元之

夜，悄悄偷出棺材，趁此[北]月色溶溶，不免礼拜只个。 

（舞台で花火をするしぐさ、小旦が殷氏の死体に扮して登場） 
機関を泄漏し禍芽を起こし、枉げて風月を将て黄沙に葬る。霊魂泯びず僵と成りし後、

願わくは他生に結んで眼賒を望まん。私は殷氏、にがりを飲んで死んでから、棺桶は

王家の園に安置してあった。いまもなお韓さんの旧時の恩愛が恋しくて、そのために

霊魂が散らず、不朽のミイラとなり、来世に生まれ変わり、生前の約束を果たしたい

と願っています。いつも星や月のもとで、真心こめて天神さまに祈祷し、もしももう

一度俗世の縁を結ぶことができましたら、天の高さ地の厚さにいよいよ感謝いたしま

す。今日は中元の夜、棺桶からこっそりぬけだして、満月の月明かりに乗じて、天に

拝むことにいたしましょう。 
 
    [三仙桥] 敛衽先加虔敬，跽阶前，通名姓。 

星月在上，念我殷凤珠呵！ 

    红颜女子，自来真薄命；香断头，烧更冷。 

今夜呵！ 

    默祷处教我未肯长目瞑，纵然似井深随银瓶，难道呼天无响应！望怜悯此衷

情，言言至诚。若得个结来生，才仰感司花权柄。且漫计寿修齐，单指望医好了

王大娘的心病。咳！ 

    [前腔] 把一枝金钗擎定，不成双，添悲哽。 

就是那只缸呵！ 
    比扬灰挫骨，十分加罪眚。还细思，谁主令！镇日夜纵使倚傍棺椁停，怎经

得见伊倍伤情！身首如何非一并，又埋没杳无凭，终朝泪零。我便是召亡灵，单

恐怕阎君相病，且漫要问其他。惟愿取重会了王大娘的韩姓。 
【三仙橋】斂袵して（うやうやしく）先ず虔敬を加え、階前に 跽（ひざまず）き、

名と姓を通ず。 
星月が上にある間は、私殷鳳珠を天に拝ませてください！  

紅顔の女子、自来 真に薄命たり。香 断頭すれば、焼くも更に冷たし。 
今夜よ！ 

黙祷処は私に長く瞑目させてくれない、たとえ、深い井戸の底に銀の瓶 2

                                                
2 銀瓶：男女の秘事。白居易「井底引銀瓶」詩 

が落ち

ていくように、韓郎と私が離ればなれになろうとも、まさか天に反応がないこと

はあるまい！この衷情を憐憫し、この衷情の言言至誠なるを憐憫されんことを望

む。もし来生の縁を結ぶことができれば、婚姻を司る神のお力に感謝致します。

とりあえずはお酒をお供えして身を清めますので、ひとえに私王大娘の心の病を

「井底引銀瓶，銀瓶欲上絲縄絶。……瓶沈簪折知奈何，似妾今朝与君別。」 
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お治しくださいませ。ああ！ 
【前腔】一枝の金釵を把りて擎定するも、双と成らざれば、悲哽を添うるのみ。 

あのかめだわ！ 
灰を揚げて骨をやすりですりおろすより、もっと罪深い。さらに細かく考えれば、

誰が命じているのでしょう！終日夜たとえよりかかり棺の外側にこの身が止まっ

てしまったとしても、どうして悲しみが増すのに耐えることができましょう！頭

と体はどうしても一つになるものか、埋没して全くたよるところがないとしたら、

終日涙も数えるばかり。私は招かれた亡霊、ただ恐るるは閻魔様に病にさせられ

ること、とりあえず聞いてみることにしましょう。ひとえに願うは王大娘の韓姓

さまに再び会うことです。 
 
   （末、小生、外、旦引丑上）他虽似人非人，我却见怪不怪。（末、小生、外、

旦）哪哪哪，僵尸又出来了，大家走嗳！（又同下） 

   （丑）即好硬子头皮搭里鬼打诨厾！—— 呔！啰里来勾野鬼，规矩多弗识勾？

（小旦）什么规矩？（丑）好一付诈呆面孔！阿晓得我几里弗是容易拉勾场哈？

（小旦）怎见得？（丑） 

    [忆多娇] 踪迹停，须表情，檀树银包本不兴，许久缘何无一星？ 

（末、小生、外、旦が丑を引いて登場）彼女は人に似て人に非ず、我は怪を見て

も怪とせず。（末、小生、外、旦）あ、あ、あ、なんと死体が出てきた、みんな逃げろ！

（又た同じく退場） 
（丑）むりやりにでも、彼女の幽霊とでたらめを言うしかないな！こら！どこか

ら来た野鬼だ、礼儀もわきまえぬとは？（小旦）どんな礼儀です？（丑）まぬけ面を

装っているな！私の所が居にくい場所だってことがわからないのかい？（小旦）どう

してそんなことありましょう？（丑） 
【憶多嬌】踪跡停まるも、須く情を表すべし。檀樹銀包は本より興ぜざるも、許

（か）くも久しく何に縁りて一星すら無き？  
 
（小旦）你是什么行当，要想我的使用？（丑）弗要鬼哈哈，且张开鬼眼来认我： 

    土谷神灵！ 

（小旦）原来是土地尊神。（丑） 

    土谷神灵，一体阴阳奉承。（小旦） 

    [前腔] 加礼行，心至诚。宽恕娇魂失远迎，肃拜阶前如负荆。 

（小旦）お前はどんな身分で私からお金をもらおうというのです？（丑）ごまかさな

いで、私が誰だか幽霊の目をあけてよく見なさい。 
私は土地の五穀の神だぞ！  

（小旦）土地の尊い神様だったのですね。（丑） 
土地の五穀の神、皆に陰陽奉承せしむ。（小旦） 
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【前腔】礼行を加えれば、心至誠たり。嬌魂の遠く迎えるを失せしを寛恕せば、

階前に粛拝すること荊を負うが如くせん。 
 
（丑）请起。即要拨我介点使用，礼貌倒可以弗必。（小旦） 

    悯此孤茕…… 

（丑）那道里？有数说勾：“衙门虽小，法度一般。”我几里弗是亻奢白叨情勾场哈，

阿是魇倒哉亻奢？（小旦） 

    悯此孤茕，委实腰无半星。（丑）哎！ 

    [斗黑麻] 悭吝为怀，实非理应！希图保平安，及早调停。 

（丑）立ちなさい。私にいくらか心付けをくれさえすれば、礼儀などどうでもいいよ。

（小旦） 
此の孤煢を憫れみたまえ…… 

（丑）そんな道理があるものか？ 「役職は小さくても、決まりは同じ」というでは

ないか。ここはただで情けにすがるところではないぞ。頭がおかしくなってしまった

のか？（小旦） 
此の孤煢を憫れみたまえ、委実に腰に半星も無ければ。（丑）まったく！ 
【斗黒麻】慳吝  懐と為し、実に理の応ずるに非ず！ 平安を保つことを希図せ

ば、早に及び調停せん。 
 
（小旦）分文无措，还望鉴怜。（丑）亻奢说话？要晓得我做公公勾， 

    收规礼，靠营生。 

（小旦）奴家只好以礼相求，使用实难从命。（丑） 

    甚的心贪虚头奉承，伊何倚凭，负隅全不惊！ 

（小旦）奴家一无所靠，总望破格垂青。（丑） 

    要想垂青、要想垂青，梦还未醒。（小旦） 

    [前腔] 哀告多番，半些不听。分明的持强，一谜欺凌。 

（小旦）分文も措く無きも、還（な）お鑑憐されんことを望む。（丑）何を言ってい

る？ もし私が氏神様であると知っておれば、 
規礼を収め、営生に靠れ。 

（小旦）私は礼を以てお願いするしかありません。お心づけをおさめることにはどう

してもしたがうことができません。（丑） 
甚的の心もて、虚頭の奉承を貪り、伊は何に倚凭して、負隅して全て驚かざるや？  

（小旦）私は何も頼るものがありません。どうか特別に情けをかけてください。 
（丑）要し青を垂るるを想えば、要し青を垂るるを想えば、夢還だ未だ醒めず。 
（小旦） 

【前腔】哀告すること多番、半些も聴かず。分明に強を持し、一謎（いちず）に

欺凌す。 
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   （丑）啰勾欺口五？（小旦）公公强索长例，难道不是欺我？（丑）就算欺口五，

我就拨口五点手段看看，勾弗是鬼话嗄。（小旦）哦，你诈赃不遂，妄想行强。就

妆什么威势出来，也多奈何我不得。（丑）且搭口五钅暴看。阿唷，诈赃不遂，辄驾大

题，凶厾！（小旦） 
    如依旧，悯零丁，且待将来，聊聊尽情。 
（丑）誰がおまえをいじめたというのか？（小旦）氏神様が無理にいつものきまりを

押しつけるのは、まさに私をいじめているではありませんか？ 
（丑）そのとおり、おまえをいじめたのさ。おれさまにもやりかたがあるからな、見

てろよ、これはでたらめではないぞ。（小旦）まあ、あんたはいじめがうまくいかな

いと、無理やりやらせようとするのですね。たとえどんな威勢を張ったとしても、私

をどうすることもできませんからね。（丑）しばらく見てみることにしよう。あれま

あ、いじめるのがうまくいかないと、今度は小さい罪を大げさに言い立てるなんて、

ひどいことだ！（小旦） 
依旧の如く、零丁を憫れみたまえ、且く待て、将来、聊聊として情を尽くすを。 

 
（丑）等弗得。（小旦）果然等不得？（丑）直脚等弗得。（小旦）罢！ 

    宁甘抗衡，要钱难奉承。 

（丑）弗怕口五弗拿出来。（小旦）那个耐烦睬[采]你！ 

    任尔施行，杳无吃惊。（下） 

（丑）待てないぞ。（小旦）本当に待てないのですか？（丑）本当に待てないぞ。（小

旦）よし！ 
寧ろ抗衡に甘んずるとも、銭を要すは奉承し難し。 

（丑）おまえが出さなくてもこわくはないぞ。（小旦）誰があなたの相手なんかでき

ましょう！ 
爾の施行するに任せ、杳として喫驚する無し。（退場する） 

 
   （丑）阿唷，好！大得收弗小厾。那间兴子云，少弗得要落点雨勾。让我奔

拉隔壁去，搭勾星家堂六神相商相商，打合打合，拨里介点辣手段使使，阿通得

介？咳！为了牢钱，枉自纠缠；众人着力，还怕徒然。（下） 
（丑）ああ、まあよかろう！ （殷氏のやつ）大げさに騒ぎすぎて、収まりがつ

かなくなったな。いま雲をおこして、雨を降らせてやろう。私は隣へ行って、あの家

堂六神と相談し、謀って、あいつにあくどい手段をつかってやろう。うまくいくだろ

うか？ えい！ 牢銭が為に、枉げて自ら糾纒し、衆人 力を着すも、還お徒然たる

を怕る。（退場する） 
（西山猛 整理） 


